
尾
張
藩
御
用
間
　
中
村
甚
右
衛
門

武
家
出
入
百
姓
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト

は
じ
め
に

一
、

戸
塚
村
と
中
村
甚
右
衛
門
家

二
、

尾
張
藩
と
中
村
甚
右
衛
門
家

三
、

在
方

・
出
入
百
姓

・
武
家

お
わ
り
に

は

じ

め

に

江
戸
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
農
村
と
は
、

ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
を
持

ち
、

ど
の
よ
う
な
性
格
の
地
域
を
か
た
ち
づ
く

っ
て
い
た
の
か
。

近

年
、

多
く
の
論
究
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
と
り

あ
げ
る
の
は
、

江
戸
市
中
に
極
め
て
近
い
武
蔵
国
豊
島
郡
野
方
領
の

戸
塚
村

（現
在
の
東
京
都
新
宿
区
高
田
馬
場
三
―
四
丁
目
を
中
心
と

し
た

一
帯
）
に
居
任
し
、

尾
張
藩
徳
川
家
の
江
戸
屋
敷
に
出
入
し
て

史
苑

（第
四
六
巻
第

一
・
二
号
）

キ
Ｕ

モ
↑

井
　
文
　
彦

そ
の

「御
用
」
を
つ
と
め
つ
つ
経
営
を
展
開
し
た
武
家
出
入
百
姓
、

中
村
甚
右
衛
門
家
で
あ
る
。

江
戸
に
あ
る
武
士
の
う
ち
、

特
に
自
藩
自
領
の
在
方
を
遠
く
離
れ

た
者
た
ち
に
と
っ
て
、

生
活
必
需
品
を
は
じ
め
と
す
る
広
汎
な
物
資

の
充
足
は
、

江
戸
周
辺
の
在
方
か
ら
の
供
給
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

彦
根
藩
の
よ
う
に
二
十
ケ
村
に
お
よ
ぶ
所
領
を
江
戸

近

郊

（世
回
谷
》
に
有
す
る
例
は
む
し
ろ
稀
で
あ
り
、

多
く
の
大
名
邸
で

は
お
お
む
ね
他
領
で
あ
る
江
戸
近
郊
の
農
村
か
ら
物
資
そ
し
て
人
員

の
確
保
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
に
登
場
す
る
の
が
、

こ
れ
ら
の
武
家
屋
敷
に
在
方
か
ら
の
物

資
を
納
入
し
、

ま
た
人
員
を
調
達
し
、

そ
の
一
方
で
、

武
家
屋
敦
か

ら
、

そ
こ
に
あ
る
だ
け
で
は
何
の
役
に
も
た
た
な
い
も
の
、

下
肥
な

り
芥
な
り
を
代
価
を
払

っ
た
上
で
回
収
し
、

在
方

へ
遺
流
し
て
肥
料

と
し
て
売
却
す
る
等
の
経
営
を
展
開
す
る

「武
家
出
入
百
姓
」
で
あ

-113-



尾
張
藩
御
用
聞
　
中
村
甚
右
衛
門

（村
井
）

る
。

江
戸
に
は
大
名
そ
の
他
の
武
家
屋
敦
が
多
か
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、

か
な
り
の
数
の

「武
家
出
入
百
牲
」
が
江
戸
周
辺
の
在
方
に

存
在
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
そ
の
活
動
は
お
の
お
の
の
在

方
に
深
く
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
り
、

在
万
に
深
い
影
響
を
あ
た
え
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

既
に
伊
藤
好

一
氏
の
指
摘
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。

さ
ら
に
伊
藤
氏
は
、

江
戸
周
辺
農
村
に
つ
い
て

「
権
力
と
結
合
す
る

農
民
を
生
み
出
す
条
件
を
持

っ
イｔ
い

た
」
と

し

て
、

中
野
村
堀
江

家

・
戸
塚
村
中
村
家
な
ど
の
数
家
名
を
あ
げ

で
、

武
家
屋
敷

へ
の

物
資
納
入
や
、

下
肥
の
掃
除
、

あ
る
い
は
鷹
場
案
内
や
玉
川
上
水
見

廻
り
役
等
の
機
会
を
と
ら
え
て
、

「
権
力
に
癒
着
し
て
村
落
支
配
を

進
め
、

そ
の
成
長
を
図

っ
た
」
」
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

武
家
と
出

入
百
姓
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

も
と
土
従
関
係
を
擬
制
し
た
も
の

で
ぁ

っ
た
が
、

の
ち
交
換
関
係
に
変

つ
て
き
て
い
る
と
し
て
、

そ
の

桜
戦
の

一
つ
を
有
効
な
肥
料
と
し
て
の
商
品
化
に
見
出
し
て
お
ら
れ

る
。

す
な
わ
ち
、

下
肥
の
商
品
化
は
、

そ
れ
を
廃
棄
物
か
ら
収
入
源

に
変
え
、

武
家
側
の
財
政
悪
化
と
あ
い
ま

つ
て
、

入
札
に
よ
り
特
定

の
百
姓

へ
の
集
中
が
減
る
、

特
定
の
百
姓
に
つ
い
て
は
出
入
の
代
価

が
高
く
な
る
と
い
う
傾
向
を
も
た
ら
し
た
。

そ
の
例
を
伊
藤
氏
は
江

古
田
村
の
深
野
家
に
求
め
つ
つ
、

右
に
示
し
た
様
な
藩
側
の
対
応
の

変
化
や
、

開
発
の
進
展
に
と
も
な

っ
て
供
給
地
と
な
る
草
地
が
減

っ

て
き
た
こ
と
に
よ
る
納
入
品
の
飼
葉
の
価
格

の
、

高
騰
等

の
た
め

に
、

武
家
出
入
百
姓
の
経
営
は
危
機
に
瀕
し
つ
つ
あ

つ
た
、

と
さ
れ

〔
２
）

て
い
る
。

註“円
　
伊
藤
好

一　
一
江
戸
周
辺
農
村
」
『
講
座
日
本
の
封
建
都
市
　
第
二
巻
』

（
一
九
八

一
）

【閉
　
伊
藤
好

一
「江
戸
と
周
辺
農
村
」
『
江
戸
町
人

の
研
究
』
公

九
七

一〇一
、

戸
塚
村
と
中
村
甚
右
衛
門
家

ま
ず
は
じ
め
に
戸
塚
村
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

江
戸
市
中
と
江

げ布卵暁脚的位一離す（の翻切幾久「鞠瑚帥時及Ｗ克市いぜ貯嚇軸

敦
地
に
接
し
、

ま
た
、

牛
込
の
町
場
や
武
家
屋
敷
地
に
も
ほ
ど
ま
か

ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
日
本
橋
か
ら
の
距
離
は
二
里
で
あ

っ
た
。

村

の
北
と
西
に
は
神
田
川
が
流
れ
る
台
地
が
ち
の
村
方
で
、

国
は
少
く

畑
が
多
い
。

神
田
川
と
妙
正
寺
川
が
合
流
す
る
あ

た

り

（
「落
合
」

で
あ
る
。

）
は
ホ
タ
ル
の
名
所
と
し
て
知

ら

れ
、

多
く
の
見
物
年
を

集
め
た
と
い
う
。

村
あ

主
な
産
物
は
、

米

・
大
麦

・
小
麦

。
ひ
え

。
あ
わ

。
そ
ば

・

き
び

。
大
豆

・
小
豆

・
ご
ま

・
お
か
ば

，
な
す

。
大
根

・
沢
庵
大
根

出 ．
中
］
い
」
”
中
々
い
”
巾
中
庁
い
一

一
「

配 り
い
中
中
村

（
通 以

力
中
と あ

（「的
は
『

一-114-―-115-一

史
苑

第
四
六
巻
第

一
・
二
号
）

表 1 戸 塚村大久保新回の石高

|         1   戸 塚村
1  大

久保新田
_1 戸

塚村大久保新田
_

明治 6 1

① B冊 8 田 畑名寄 戸 塚村   元 禄 4年

② B冊 10 田 k田名寄 大 久保新口  〃

③ B冊 18 大久保新田石高帳 事 保15年

④ 」 冊1 村 高家数人別書上帳 文 化 3年

⑤ B冊 96 田畑石高帳 明 治6年

表 2 戸 塚村 。大久保新田の支配
  腎 ま 宕

孔
早 旨 ス 囲 村 表 急

1 戸塚村   1幕府代官支配地   1 額奎森者京a壇 谷堀? 客

含昇看得:器をど豊密孝暑:え三督昏骨官: ]

寄
二  五 の い に 者 て に 取 乳 新  高 れ く 洛 お ガI  ▽

十
獣推卜非
銃筆毅
務繁謙
難畿



物
人
員
名
前
書
上
帳
」
Ｈ
冊
１
に
は
、

村
内
の

「
違
作
貧
民
」
二
十

人
に
対
し
、

名
主
甚
右
衛
門
等
か
ら

「
合
力
差
出
」
が
あ

っ
た
、

と

あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

そ
の
四
年
後
の
天
保
十
三
年
の

「村

方
銘
々
石
高
改
帳
」
（
Ｂ
冊
５０
）
で
は
、

村
内
四
十
人

の
内

一
石
未

満
の
持
高
の
者
を
、

二
十
三
人
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
の
よ
う
な
村
落
状
況
の
な
か
で
中
村
甚
右
衛
門
家
は
ど
の
よ
う

史
苑

（第
四
六
巻
第

一
・
二
号
）

な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
か
。

同
家
は
近
世
初
期
か
ら
戸
塚
村
？
村

役
人
を
代
々
勤
め
て
い
た
。

貞
享
四
年
公

六
九

一
）村
内
か
ら

「ば

（７
）

く
ろ
う
」
を
行
な
わ
な
い
旨
の
証
文
が
甚
右
衛
門
あ
て
に
出
さ
れ
て

（
８
）

お
り
、

元
禄
三
年

（
一
六
九
①
）
の
検
地
帳
に
は
、

大
久
保
新
国
の

組
頭
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。

寛
延
三
年

（
一
七
四
三
）
か
ら
安
永
六

年

（
一
七
七
七
）
ま
で
、

天
明
元
年

（
一
七
八

一
）
か
ら
寛
政
二
年

（
一
七
九
〇
）
ま
で
、

享
和
三
年

（
一
八
〇
一し

か
ら
文

化

六
′年

（
一
八
〇
九
）
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
当
主
が
名
主
を
勤
め
て
、

文
化
七

年
以
降
は
、

幕
末
ご
ろ
ま
で
時
に
は
伊
右
衛
門
と
い
う
者
と
隔
年
で
、

（９
）

名

主
を
勤

め
て
い
た
と

い
う
。

元
禄
四
年
の

「
田
畑
名
寄
」
、

享
保
十
五
年
の

「
石
高
帳
」
で
は
、

村
の
中
層
に
位
置
し
て
い
た
同
家
だ
が
、

文
化
九
年
に
は
最
上
層
に

あ
ら
わ
れ
、

以
降
は
そ
の
位
置
を
占
め
つ
づ
け
る

（表
５
中
村
家
の

持
高
表
参
照
）
。

金
融
活
動
を
行
い
、

貸
借
に
関
あ
る
証
文
が
多

く

な

っ
て
い
る
が
、

商
業
に
関
わ
る
文
書
は
見
あ
た
ら
ず
、

小
作
人
に

か
か
わ
る
も
の
で
は
、

天
保
二
年

（
一
八
三

一
）
に
質
地
小
作
証
文

を
見
る
の
み
で
あ
り
、

経
営
内
容
に
つ
い
て
は
、

不
明
で
あ
る
。

同
家
の
文
書
は
、

現
在
新
宿
区
立
中
央
図
書
館
内
に
あ
る
郷
土
↓資

料
室
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。

総
数
四
千
七
百
八
十
九
点
に
お
よ
ぶ
膨

大
な
も
の
で
あ
り
、

近
世
後
期
を
中
心
に
寛
永
十
四
年
公

六
三
七
）

か
ら
大
正
二
年

（
一
九

一
三
）
に
わ
た
る
村
方
文
書
で
あ
る
。

情
し

む
ら
く
は
、

名
主
が

一
年
交
代
の
年
番
名
主
で
あ

っ
た
た
め
で
も
あ

表 4 戸 塚村 ・大久保新国の高持人日

文化 9

文政13

② B冊 42 石高改帳

③ B冊 47 石高改之帳

④ B冊 50 村 万銘々石高帳  天 保13

②～④は,寺 院 ・入作 抱 屋敷および個人名てな く 「大久

保新田」 とある一件を除いた数である。

(輝香唇堅倉匿鑑啓楓 B冊

8 戸 塚村田畑名寄 元 禄四

)

「一一↓一一一，一キン

1812 文 化 9 1

1830 文 政13 1

1842 天 保13 1

① B冊 18 大 久保新田石高帳 享 保13
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表 3 戸 塚村大久保新日の戸数と人口

|

31戸  178人

尾
張
藩
御
用
聞
　
中
村
甚
右
衛
門

（村
井
）

21 文 政 4

42 天 保13 1

61 文 久元  |

空 〃1 4 1 41戸     l       ④

51 嘉 永 4 1          1  Qヵ 百  ■ o月  十
~~~~~一

ハ
①

53 〃 7 1 4炉  ~~~        ~~~~~―――J中元
 豊 士ョ幕壼 憂 正 三

_王 生型算!_|_空 戸_341人 _
①  J冊 1  村 高家数人別書上帳     文 化 3年

②～④ M冊 1  五 人組帳 延享 3年 より
⑤  J冊 2  村 差出明細書 文政 4年
①  J‖ 4  村 高助郷高並家数人別書上帳 天 保13年
④  J冊 10 村 方巨細書上帳 天保14年
③  J冊 12 村 高井家数人別書上帳    嘉 永4年
③  」 脚 16 村 差出現細帳 環水 7年
①  」 冊 17 村 高家数人別書上帳     文 久元年
①       大 久保新田五人組帳     文 久 2年
O  J冊 20 村 高家数人別書上候     元 治元年
O  J冊 21 村 高家数書上帳 慶応 2年
倫     I  冊  、     ■ 一 ― ■_ツ   ■ 1 1 ソ  刀 見眠           明 治 9 年

_生 |
① l



尾
張
杯
御
用
間
　
中
村
甚
右
衛
門

（村
井
）

年
。》

に
従
い
、

以
下
の
様
な
略
号
を
用
い
る
。

法
令
　
　
　
　
　
　
Ａ
　
　
　
　
　
土
地

年
貢
　
　
　
　
　
Ｃ
　

　

　

　

助
郊

千
駄
谷
塩
硝
蔵
　
　
Ｅ
　
　
　
　
　
軍
事

治
安
　
　
　
　
　
　
Ｇ
　
　
　
　
　
救
血
義
描
褒
賞

村
政
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
村
況

中
村
家
文
書

は
状
と
冊

の
二
部
に
わ
か
れ
て
い
る
。

従

っ
て
尾
張

藩
関
係

で
不
浄
掃
除

の
冊
子
は
、

Ｖ
Ｉ

不
―

冊
Ｉ
Ｌ
と
な
る
。

〔補

痛
に
収

め
ら
れ
て
い
る
文
書

は
、

補

の
字
を
冠
す
る
〕

註――‐
〕

『
徳
川
禁
今
考
　
ヤ刷
集
第
五
』
公
一八
０
２
二
八
二
）
ズ
前
略
）
…
四

谷
大
木
戸
よ
り
内
を
御
府
内
と
相
心
得
可
申
候
」
（天
明
八
年
》

「西

一申
”
”
中
　

限
り

」

（文
政
元
年
）

『
新
篇
武
蔵
国
風
土
記
稿
巻
十

一　
曲三
島
郡
之
三
野
方
領
』
に
よ
る
と

①  B冊 8 戸 塚村田畑名寄 元 禄四年
②～③ 表 3の 1～ 4に各々同じ

⑥  B冊 96 石高名簿 明 治六年

ろ
う
か
、

村
政
に
関

わ
る
文
書
が
必
ず
し

も
多
く
な
い
。

ま
た

中
村
家
自
体
に
つ
い

て
も
尾
張
藩
邸

へ
の

出
入
関
係
の
文
書
が

大
半
を
占
め
経
営
、

と
り
わ
け
農
業
経
営

に
つ
い
て
の
も
の
が

少
い
の
が
残
念
で
あ

る
。

以
下
出
典
を
示

す
際
に
は

「
武
蔵
国

豊
島
郡
戸
塚
村
中
村

家
文
書
目
録
」

（
正

篇

・
一
九
六
九
年
、

補
篇

・

一
九

七

四

用
水

すメ
日

貸
借

産
業

教
育

習
俗

尾
張
藩
関
係

不
浄
掃
除

持
込
米

馬
飼
料

雑

並
日
士璃

身
分

談
波

宗
教

学
芸

庭
掃
除

触
糠

小
荷
駄

・
人
足

」 H F D B

雑 飼 米 不 V u

家
　
　
　
　
　
　
　
Ｗ
　
　
　
　
　
雑

S  Q  O  l h r r  K

X  小 胞 庭

人
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戸
塚
村
に
は

「青
梅
道
」
上
落
合
村
に
は

「
秩
父
道
」
が
通

っ
て
い
た
。

「甲
州
道
中
」
の
代
々
木
村

室
局
梅
道
」
（り
角
告
村
に
あ
わ
せ
て
、

西
の

限
り
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た

一
つ
の
理
由
で
は
な
か
ろ
う
か
。

‐２‐
　
Ｑ
冊
７

「物
産
書
上
帳
」
明
治
六
年

十３‐
　
近
世
初
期
の
戸
塚
村
か
ら
は
、

正
保
三
年

（
一
六
四
六
）
に
下
戸
塚

村
、

そ
の
後
元
禄
以
降
に
源
兵
衛
村
が
分
離
独
立
し
、

あ
と
に
は
戸
塚

村
と
大
久
保
新
田
が
幕
末
に
至
る
ま
で
、

ほ
ぼ

一
体
の
も
の
と
し
て
統

い
た
。

村
明
細
帳
や
五
人
組
帳
は
別
々
に
一作
成
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
、

「風
上
記
稿
」
の
内
に
も

「戸
塚
村
の
内
に
入
会
」
と
あ
り
、

元

禄
四
年

（
一
六
九

一
》
の
戸
塚
村
と
大
容
保
新
田
両
方
の
名
寄
を
比
政

す
る
と
、

共
通
の
小
名
が
多
い
。

（
以
下
、

戸
塚
村
と
い
う
場
合
は
大

久
保
新
国
を
含
む
も
の
と
す
る
。）

問
　
Ｇ
冊
１
１

「
（関
東
取
締
役
宛
書
付
留
一と

文
政
十
年

働
　
Ｊ
冊
ｌ
ｎ

「村
明
細
書
上
帳
」
嘉
永
三
年
八
月

‐６‐
　
Ｑ
冊
１
４

「
江
戸
町
大
家
斉
村
家
掃
除
人
名
前
書
上
帳
」
天
保
十
三

年
ｍ
　
Ａ
状
１
１

「手
形
之
事
」
貞
享
四
年

Ｏ
　
Ｂ
冊
１
４

「
大
久
保
新
画
芝
野
帳
」
元
禄
三
年

十９‐
　
Ｉ
状
１
１

「役
儀
留
」
寛
延
三
年
、

同
３

「
（名
主
役

二
付
覚
ご

十手

和
三
年
、

同
９

「
（名
主
役
免
険
申
波
書
ご

文
化
六
年
、

同
８

ズ
名
主
役
交
替
申
渡
書
と

文
化
六
年
、

１１０１

「大
久
保
新
田
五
人
組
帳
」
（文
久
二
年

一
ノ
瀬
幸
三
氏
蔵
）
は

「新

宿
区
文
化
財
総
合
調
査
報
告
書
（
五
と
　
一
九
七
六
年

・
新
宿
区
教
育
委

員
会
）
に
、

「中
村
家
古
事
略
記
」
（中
村
長
生
氏
成
）
は
郷
土
資
料
室

蔵
の
写
真
版
に
よ
る
。

史
苑

（第
四
六
巻
第

一
・
二
号
）

二
、

中
村
甚
右
衛
門
家
と
尾
張
藩

中
村
甚
右
衛
門
家
の
尾
張
藩
と
の
か
か
わ
り
は
、

延
宝
年
中
に
尾

張
藩
の
支
藩
高
須
藩
松
平
摂
津
守
の

「御
用
向
被
仰
付
相
勤
」
め
た

こ
と
に
始
ま
る
と
い
う
。

同
家
四
代
目
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

出
入
は
右
の
四
代
目
の
隠
居
と
と
も
に
、

彼
に
随

っ
て
分
家
し
た
中

村
宗
七
家
に
う
け
つ
が
れ
た
た
め
に
い
っ
た
ん
は
同
家
か
ら
は
な
れ

た
。

再
び
中
村
甚
右
衛
門
家
が
尾
張
藩
と
か
か
わ
り
を
持

つ
の
は
、

寛
政
ご
ろ
、

同
家
七
代
目
が

「
尾
州
様
御
用
被
仰
付
」
た
時
で
あ
る
。

そ
し
て
、

そ
れ
以
降
、

明
治
に
至
る
ま
で
代

々
の
出
入
り
が
続
い
た

（１
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（２
）

の
で
あ
っ
た
。

そ
の
出
入
の
内
容
は
表
６
の
ご
と
く
で
あ
る
。

ま
ず
、

厩
掃
除
と
下
掃
除
、

す
な
わ
ち
在
方
の
肥
料
供
給
に
関
連

す
る
出
入
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

〓
和
二
年

（
一
八
〇
二
）
二
月
、

野
崎
村
の
七
兵
衛
と
い
う
者
が

甚
右
衛
門
あ
て
に
差
出
し
た

一
札
に
は

「御
馬
屋
御
掃
除
御
用
、

貴

（
３
）

殴
御
所
持
被
成
候
内
御
無
心
申
候
」
と
あ
る
。

厩
舎
の
清
掃
の
代
価

と
し
て
は

「
御
厩
御
掃
除
金
」
を
享
和
二
年
か
ら
文
化
五
年

（
一
八

〇
八
）
ま
で
、

金
百
十
二
両
二
朱
と
銀
二
十
二
匁
三
分
六
厘
、

年
平

（
４
）

均
十
五
両
余
を
納
入
し
て
い
た
。
こ
の

「厩
掃
掃
御
用
」
の

「所
持
」

の
権
利
は
明
治
ま
で
続
い
た
よ
う
で
あ
る
。

下
掃
除
に
つ
い
て
は
、

文
化
五
年

（
一
八
〇
八
）
六
月
、

中
野
村
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の
名
主
堀
工
宇
右
衛
門
か
ら
請
負
を
譲

り

う

け

た
。

宇
右
衛
門
は

「御
上
納
金
四
拾
三
両
、

飼
棄
五
百
束
」
を
下
掃
除
代
と
し
て
納
め

て
い
た
が
、

そ
の
金
策
に
つ
ま

っ
て
、

右
の
下
掃
除
代
の
一肩
代
わ
り

を
条
件
に
甚
右
衛
門
に
請
負
を
譲

っ
た
の
で
あ
犯
。

甚
右
衛
門
は
落

か
ら

「
下
請
負
之
者
力
金
子
取
立
方
」
を
申
付
け
ら
れ
、

五
月
と
九

月
に
十
七
両
づ

つ
、

十
二
月
に
十
六
両
し
め
て
年
に
金
五
十
両
と
十

月

・
十

一
月
に
五
百
束
の
飼
葉
を
上
納
し
て
下
掃
除
を

行

う

こ
と

と
な
死
。
し
か
る
に
、

こ
の
請
負
入
手
の
た
め
の
借
財
が
元
利
あ
わ

せ
て
百
五
両
弐
分
に
至
り
、

参
勤
等
に
よ
る
人
員
の
変
動
、

と
り
わ

け
減
少
に
よ
る
実
質
的
な
下
肥
の
減
少
も
あ
蛇
、

宇
右
衛
門
同
様
上

納
金
に
差
詰
り
、

そ
の
分
の
金
子
を
借
用
し
た
尾
張
屋
字
助
と
い
う

者
に
文
政
四
年

（
ボ
以
二

一
）
十

一
月
六
十
五
両
で

「
御
掃
除
御
用

株
式
」
を
譲

っ
て
い
る
。

株
式

（
の
移
動
に
際
し
て
は
、

入
札
が
実
施

ｎ
）

さ
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
ょ
う
で
あ
る
。

藩
側
が
出
金
し
て
請
負
わ
せ
る
場
合
、

入
札
に
よ
っ
て
そ
の
部
度

請
負
を
決
め
た
。

庭
掃
除

・
草
苅

（
「野
芝
之
儀
じ

が
あ
る
。

入
札

で
あ
る
ゆ
え
に
、

複
数
の
入
札
者
の
内
で
、

甚
右
衛
門
よ
り
安
く
値

を
つ
け
た
者
が
落
札
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

享
和
二
年
の
芝
苅
な
ど

庭
の
清
掃
の
請
負
の
入
札
は
そ
の

一
例
で
あ

っ
た
。

も

っ
と
も
、

入

札
終
了
の
の
ち
に
、

藩
側
は
、

右
の
落
札
者
の
示
し
た
金
額
を
以
て
、

理
鵡
齢
却
抄
端
葬
つ
知
巧

舜
開
つ
”
ば
か
碑
ぜ
陣
た

（
右

紳
Ｗ

紳
が
伸
弾

史
苑

（第
四
六
巻
第

一
・
二
号
）

入
札
に
は
加

っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

の
ち
に
他
の
何
人
か
と
と

も
に
庭
に
か
か
わ
る
請
負
を
落
札
し
て
い
る
が
、

そ
の
機
会
を
と
ら

能庫る「焼錦準汁賤輔理貯力ヽるつ（旨能桁卑懐か弗ギ卒期郷嫌剛印

が
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今

一
つ
の
同
様
の
入
札
の
例
を
飼
美
納
入
に
み
て
み
よ
う
。

却
蝶

は
、

そ
の
生
育
が
天
候
に
左
右
さ
れ
易
い
も
の
で
あ

る
と

い
う
。

「車
場
所
」
は
川
附
に
あ
り
、

水
を
冠
り
易
い
と
い
う
こ
と
で
ぁ
る

か
ら
、

河
川
敷
の
革
本
類
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

甚
右
衛
門
の
申
立
る

処
に
よ
れ
ば
、

問
屋
も
な
い
と
い
う
か
ら
、

扱
う
者
も
多
く
は
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
共
国
船
の
来
航
に
よ
る
緊
張
が
、

武
家
方
に

表 7 飼 楽構場の変動

10ケ年の飼業相場  1 1両
につき

| ―
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尾
張
藩
御
用
間
　
中
村
甚
右
衛
門

（村
井
）

よ
る
購
入
を
あ
お
り
品
薄
に
な
る
こ
と
も
あ

つ
た
と
い
う
。

そ
の
納
入
価
格
の
変
動
を
見
て
み
る
と
、

寛
政
四
年
貧

七
九
二
》

か
ら
享
和
元
年

（
一
人
〇

一
）
ま
で
の
十
年
間
に
表
７
の
様
な
変
動

を
示
し
て
い
る
。

こ
の
様
に
不
安
定
な
相
場
を
形
成
す
る
よ
う
な
商
品
を
扱
う
に
あ

た

っ
て
、

入
札
金
額
と
そ
の
後
の
条
件
の
悪
化
に
よ

つ
て
上
昇
し
た

価
格
の
差
が
ひ
ら
い
た
と
し
て
ヽ

入
札
金
額
で
は
ま
か
な
い
き
れ
な

い
等

々
の
願
出
を
毎
年
の
様
に
出
し
て
い
る
。

庭
掃
除
に
お
い
て
世

下
肥
掃
除
に
お
い
て
（弛
ヽ

入
札
で
は
な
く
定
請
負
を
求
め
る
例
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
が
、

そ
れ
ら
と
同
じ
様
な
も
の
と
し
て
、

国
定
的

な
請
負
の
方
式
を
飼
葉
の
納
入
者
二
名
が
連
名
で
願
出
て
い
犯
。

以
上
の
よ
う
な
、

物
資
の
回
収
、

納
入
に
か
か
わ
る
も
の
の
他
、

屋
敷
内
の
庭
仕
事
や
土
木
作
業
な
ど
に
要
す
る
人
員
や
馬
匹
の
調
達

も
、

甚
右
衛
門
に
請
負
わ
さ
れ
る
こ
と
が
あ
つ
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
、

改
め
て
ふ
れ
る
こ
と
に
し
た
い
ｏ

な
お

「
尾
州
様
御
用
聞
」

と
い
う
呼
び
名
で
甚
右
衛
門
が
現
れ
る
の
は
、

天
保
六
年

（
一
人
三

工
）
小
暮
村
の
百
姓
重
治
郎
の
差
出
し
た
詫
証
文
に
お
い
て
で
あ
る
。

こ
の
証
文
は
、

重
治
郎
が
馬
を
章
い
て
江
戸

へ
上
り
、

酒
に
酔

つ
て

こ
の
馬
を
尾
張
藩
邸
内
に
放
置
し
、

正
気
Ｌ
戻
っ
て
か
ら
馬
を
さ
が

し
、

藩
邸
内
に
居
る
と
の
こ
と
で
下
げ
渡
し
を
願
い
出
た
も
の
で
あ

る
。

そ
の
内
に

「
尾
州
様
御
用
聞
声

塚
村
甚
右
衛
門
」
が

「捨
馬
柏

尋
」
と
あ
り
、

ま
た
甚
右
衛
門
の
加
判
を
右
の

一
札
に
必
要
と
し
た

られ兜鶴鈴約中端却確第均犯わ瑚れ（に靭。て事態の解決に何

“”　草「帥謝犠
（古串榔伽一為娘耐中略期限係「瑚計懐地中た浄昨年

よ
り
明
治
ま
で
の
文
書
よ
り
作
成
。

〔
〕

Ｖ
不
状
２

「
一
札
之
事
」

川
〕

Ｖ
不
状
１３

「御
厩
御
掃
除
金
納
高
」
文
化
六
年

りヽ
か
。

は
「
釣
け
単
紳
埠

館
蔵

「堀
江
家
文
書
」
Ｊ
３８

「乍
恐
以
書
付
奉
願
上

付
】

Ｖ
不
状
１１

「
（当
屋
敷
掃
除
方
申
済
一書
ご

文
化
五
年

五
年
　

状
１０

「
（
不
浄
物
上
納
金
滞

二
付
有
昔
上
納
方
依
順
状
と

文
化

ｍ協
２２‐６８一駆
鋼
ン
鞄
ン
暑
欠

側に伸弥酬押手「鶴抑駿坤の一納嘘神牛強いｆ誰負のつ後ｆ唯頼塘綜瑚
-122-―-123-

不
状
３０

「
入
置
申

一
札
之
事
、

掃
除
株
之
儀

二
付
」
肥
料
の
礼
物
と
し

て
の
野
菜
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
し
て
手
離
し
た
市
谷
上
屋
数
の

下
掃
除
で
あ
る
が
、

そ
の
後
再
び
入
手
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（次
節
参

昭
じま

た
河
口
久
保
屋
敷
に
つ
い
て
も
下
掃
除
を
行
っ
て
い
た
ょ
う
で
あ

る
。

（
Ｖ
不
状
１２

「
川
田
径
御
屋
敷
御
掃
除
書
物

一
件
」
文
化
六
年
）

仰
　
Ｖ
不
冊
１
２

（
９
に
同
じ
）

働
　
補
Ｖ
状
１
１

「乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
　
芝
御
用
被
成
下
度

二
付
」

享
和
二
年

仰
　
Ｖ
庭
状
１
４

「指
上
申
証
文
之
事
　
十四
御
殿
庭
草
刈
請
負

二
付
」
文

政
十

一
年

‐‐４‐
　
Ｖ
馬
冊
１
１

「
尾
州
様
御
厭
方
御
用
書
付
雄
帳
千
草
飼
業

二
付
」
天

保
五
年
２
文
久
元
年

働
　
Ｖ
庭
状
１
４

（
１３
に
同
じ
）

的
　
Ｖ
不
状
１
９。

「乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
　
屋
敦
様
不
浄
仰
付
手
続

三

付
」
度
応
四
年
。
こ
こ
で
甚
右
衛
門
は
、

入
札
は

「取
締
」
に
反
す
る

こ
と
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

「取
締
」
に
つ
い
て
は
、

態
澤
誠

「
江
戸
の
下
肥
値
下
げ
運
動
と
領
々
惣
代
」
（史
学
雑
誌
９４
‐
４
）
全

九
八
五
）
。

側
　
Ｖ
馬
冊
１
１

「尾
州
様
御
匠
方
御
用
書
付
帳
」
嘉
永
三
年
、

中
野
村

飼
葉
屋
惣
七
と
甚
右
衛
門
が
十
年
分
平
均
の
金
額
で
三
年
な
い
し
二
年
、

そ
れ
ぞ
れ
藩
の
設
定
し
た
価
格
に
対
し

一
割
か
ら
二
割
増
の
納
入
を
行

う
か
ら
、
と
前
者
な
ら
三
百
両
、

後
者
な
ら
二
百
両
の
前
借
を
中
詰
し

て
い
る
。

事
前
に
代
金
を
何
年
分
か
引
き
出
す
こ
と
は
、

定
請
負
を
め

ざ
す
方
向
と
言
え
る
。

‐‐８‐
　
舌
一治
郎
と
同
組
合
の
者
、

な
ら
び
に
村
役
人
連
印
の
記
証
文
で
あ
る
。

史
苑

（第
四
六
巻
第

一
・
二
号
）

既
に
印
形
が
押
さ
れ
て
い
る
う
え
に
、

あ
ら
た
め
て
細
か
い
字
て
書
き

加
え
が
し
て
あ
り
、

そ
の
書
き
加
え
の
内
に
、

甚
右
衛
門
の
名
が
あ
ら

わ
れ
る
。

「本
村
御
門
御
番
衆
」
つ
ま
り
市
谷
屋
敦
の
問
番
あ
て
に
出

さ
れ
た
も
の
が

一
度
差
立
戻
し
に
な
り
、

加
筆
訂
正
し
た
際
の
案
文
か

と
も
考
え
ら
れ
る
。

符
箋
に

「尾
州
様
御
用
聞
戸
塚
村
甚
右
衛
門
判

揚
札
可
致
事
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、

甚
右
術
門
を
介
在
さ
せ
た
交

一渉
を
落
邸
側
が
求
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
Ｖ
雑
状
十

一
六

「御
証

文
之
事
し

〓
、

中
村
甚
右
衛
門
と
予
方
の
者
供

第

一
節
で
ふ
れ
た
様
々
な
出
入
活
動
に

お
い
て
、

中
村
甚
右
衛
門

は

「
元
締
請
負
」
で
あ
り
、

実
際
の
業
務
は
、

「子
方
の
者
共
」
「下

方
」
に
下
請
に
出
さ
れ
て
い
た
。

先
の
享
和
二
年
の
厩
掃
除
の
際
は

「御
厩
御
掃
除
井
御
懸
り
御
部
屋
八
捨
人
分
」
の
掃
除
を
請
負

っ
て

お
焼
い
嘘
仰
姉
鋪
昨
め
雅
海
て 「醐
炉
一
セ
”
張
期
鰤
醐
帥
和
徳
怖
峻

対
し
て

「壱
疋
壱
両
之
積
り
を
以
御
馬
数
拾
三
疋
御
掃
除
札

一
枚
相

添
性
に
御
預
り
申
」
と
し
て
、

掃
除
札

一
枚
に
対
し
馬
十
三
匹
分
一、

一
匹

一
両
と
し
て
十
三
両
の
掃
除
付
金
を
納
め
る

（
こ

投
と

「
芥
掃
除

代
」
を
年
に
三
分
ず
つ
納
め
る
こ
と
を
約
定
し
て
い
る
。

さ
て
、

こ
こ
に
現
わ
れ
た
札
子
二
名
の
う
ち
新
井
村
の
徳
左
衛
門

の
事
和
三
年
六
月
の

「
一
槌
」
に
は

「御
馬
屋
掃
除
札
」
を
十
六
枚



尾
張
藤
御
用
間
　
中
村
甚
右
衛
門

（村
井
）

和枚っ誰喰均印お（、姉一梅勅い申帥蜘的戦懐哺娩寄韓輔靭靴を

他
方
享
和
二
年
に
、

飯
塚
村
あ
五
左
衛
門
と
云
う
者
は
、　

ヨ
貝
殴

御
掃
除
場
所
預
り
掃
除
札
弐
枚
」
を
請
取
り
、

「芥
掃
除
申
合
無
差

車卵抑作確噺輸畔破孫榊確嚇嚇『時的け」同っ争輸紳位怖悔

”争と「之和巾枠賄舶卿いれ球韓睦ノ、両税囃張桟々月』廟憾半華陶

そ
ぅ
で
あ
る
な
ら
ば
、

中
村
甚
右
衛
門
の
所
持
す
る
厩
掃
除
は
、

０
厩
掃
除
、

＜口＞
厩
芥
掃
除
、

内
厩
懸
り
御
部
屋
下
掃
除
の
三
部
分
に

わ
か
つ
こ
と
が
で
き
る
か
と
考
え
ら
れ
る
。

即
ち
厩
掃
除
は
野
崎
村

の
七
兵
衛
と
新
井
村
の
徳
左
衛
門
が
行
い
、

そ
こ
か
ら
納
め
ら
れ
る

芥
掃
除
代
金
を
以
て
西
大
久
保
村
の
留
之
助
が
芥
掃
除
を
行
い
、　

一

方
御
用
懸
部
屋
の
下
掃
除
は
飯
塚
村
の
五
左
衛
間
が
行
う
。

こ
こ
で

課
せ
ら
れ
た
の
は
、

上
納
金
侍
二
両
二
朱
三
匁
（
レ
不
状
１３
》
と
御

用
部
屋
下
掃
除
代
に
か
え
て
の
馬
糞
上
納
、

「引
藁
相
納
右
御
掃
除

代
与
差
引
い
た
し
積
り
中
村
屋
清
三
郎
与
両
人
江
被
仰
付
ル
」
と
あ

る
引
藁
の
上
納
で
あ
る
。

（
こ
の
上
納
は
同
年
二
月
の
願
書
に

「先

達
而
御
吟
味
之
節

ハ
五
分
納

工
而
不
足
相
立
侯
分
者
御
買

上
之
積

り
」
と
あ
る
も
の
だ
ろ
う
。

当
初
は
厩
掃
除
代
金
の
内
か
ら
、

中
村

屋
清
三
郎
な
る
も
の
と
共

同

で

（
「中
村
屋
清
三
郎
与
両
人
江
被
仰

付
ル
」
半
分
ず
つ

（「
五
分
納
じ

納
入
し
掃
除
代
金
の
額
内
に
引
藁

代
か
納
ま
ら
な
か
っ
た
場
合
は
そ
の
余
り
分
は
買
上
と
い
う
予
定
で

ぁ

っ
た
が
、

改
め
て
引
藁
の
納
入
に
つ
い
て
は
入
札
を
行
う
と
い
う

落
側
の
意
志
表
示
が
あ
つ
た
も
の
で
、

甚
右
術
門
は
入
札
に
対
し
難

色
を
示
し
て
い
る
。）

掃
除
代
は
月
に
馬

一
頭
に
付
き
代
銀
三
匁
と
あ
り
、

年
間
で
は
三

十
六
匁
と
な
る
。

享
和
二
年
の
相
場
で
は
、　

一
両
が
六
十
二
―
三
匁

で
あ
る
か
ら
、

子
方
が

一
頭
に
つ
き
払
う
内
二
十
二
―
三
匁
は
甚
右

衛
門
の
収
入
と
な
る
勘
定
で
あ
る
。

Ｔ
・
掃
除
に
つ
い
て
も

「小
方
之
者
共
ヲ
以
、

私
差
配
仕
り
」
と
あ

］
時
般
靴
告
呼
怯
ヽ一

隙
的
効
一

銃
腕
谷

「輸
船
駒
非
伽
町
娩
説
坤
鞠
能

能
壮
藩
川
田
久
保
屋
敷
の
掃
除
札
二
枚
を
甚
右
衛
門
か
ら
う
け
と
つ

た
。

先
に
、

下
掃
除
の
株
を
文
政
四
年

（
一
八
二

こ

に
他
家
へ
ゆ

ず

っ
た
と
述
べ
た
が
、

そ
れ
を
回
復
し
た
も
の
か
、

別
の
株
に
よ
る

も
の
か
は
不
明
だ
が
、

安
政
四
年

（
一
八
五
九
）
に
は
十
六
ケ
村
あ

五
十
四
人
に
札
を
配

っ
て
い
る

（表
７
参
照
）
。

右
の
５４
人
に
つ
い
て

「切
番
之
節
其
外
不
時
に
相
替
候
、

度
々
御
坐

候
問
、

此
段
為
念
奉
申
上
候
」
と
あ
り
、

「子
方
之
者
」
の
異
動
が

し
ば
し
ば
あ

つ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

庭
掃
除
の
草
刈
に
つ
い
て
は
入
札
に
よ
つ
て
詩
負
わ
れ
た
も
の
と

考
え
る
が
、

こ
れ
も
、

「鎌
代
」
と
人
足
賃
銭
を
出
し
て
更
に
下
請

-124--125-

戸塚村→現新宿区

大久保村→  ″

柏木村→  〃

長崎村→現豊島区

中克井村→ 板 橋医

中野村→ 中 野区

高国村→ 豊 島区

新井村→ 中 野区

沼袋村→  〃

遅野井村→ 杉 並区

白幡村→  〃

石神井村→ 板 橋区

井草村→ 杉 並区

台場村→ 中 野区

保谷村→ 保 谷市

小暮村→ 練 馬区

表 8 安 政六年 御 長屋様御掃除人名言上帳 V史 冊14

| <武
州豊島郡>戸 塚村

|

<武 州多摩郡>

大久保村

柏木村

長崎村

中荒井村

中野十i

高口村

新井村

沼袋村

遅野井村

白幡村

石神井村

井草村

久蔵

利右衛門

喜二郎

た五郎
八郎兵術

半蔵

飲五郎

金次郎

仁兵衛

富五郎

弥右衛門

勘次郎

金五郎

政兵衛

治郎右衛門

新之丞

清兵衛

庄五郎
二五郎

伊之助

直次郎

久左衛門

房吉

次郎右術門

新五郎

金五郎

長次郎

勝右衛門

辰五郎

小兵衛

伝之丞

伊之助

八十八

台場村  金 右衛門

亀次郎

<lLR州新座郡> 保 谷村  弥 八

勝右衛門

与兵衛

源蔵

藤蔵

勝五郎

乙次郎

弥四郎

平吉

小暮村  勇 次郎

に
ま
わ
さ
れ
て
ぃ
だ
。

造
園
に
か
か
わ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
庭
で
の

人
足
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、

文
化
十
五
年

（
一
八

一
八
）
の
三
月

七
日
か
ら
四
月
四
日
ま
で
の
約

一
ケ
月
間
に
の
べ
で
二
〇
〇
〇
人
以

上
の
人
足
を
動
員
し
て
い
る
。

史
苑

（第
四
六
巻
第

一
。
一
号
）

他
村
か
ら
の
人
足
は
、

そ
の
村
ご
と
に

一
人
の
人
名
で
く
く
ら
れ

て
い
る
が
、

戸
塚
村
か
ら
の
人
足
は
個
人
名
で
記
さ
れ

て

い
る
。

（表
８

・
９
参
照
）
甚
右
衛
門
は
自
ら
戸
塚
村
の
人
足
を
引
き
連
れ

て
来
る
他
、

他
村
の
元
締

（人
足
を
動
員
し
得
る
人
々
）
を
も
人
足



尾
技
藩
御
用
間
　
中
村
■
若
衛
門

（村
井
）

界斗輩
群 磐 上理型_百

__ヽウ
______Lく 人た二_____ __十 _|

〇 戸 塚村   6人   lo 戸 塚村   242人       |

: 霧督β
tti  ;チ

t  l ° 鋸窪訂弓呼   8人
O 高 田村   2人   |°  落 合村      rlP蔵
○ 下         l①  上 高田村  322人  佐 兵衛

得冨補鮮空)1人  lo 下 高田村 |:↑  癖 召唇![:|

砂利場村  184人  r_―左術門
百人町  264人  事 八

柏木村   37人  源 太郎
たんす町  123人  金 之助
西 町   296人  三 右衛門
片山村   141人  角 左衛門
長崎村   60人  政 五郎
江古田村  410人  長 兵衛
中野村    8人  治 点「

文化十五年三～四

文化十五年三～四

文化十五年四

と
と
も
に
動
員
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

留

効自
　
　
今
少
し
こ
の
よ
う
な

「
子
方
」
の
ト
ラ
ブ
ル
を
み
て
み

留

鍛

詭

　

ょ
ぅ
。

弘
化
四
年

（
一
人
四
八
）

「
四
九
御
定
例
」
の
芥

伽

微

御
　

掃
除
の
際
、

甚
右
衛
門
自
身
は
魯
い
の
床
に
あ
り
、

嗣
子

嘲
醐
嘲　”お中』唯期堺らへ地鞠傍義輸つ葉つ渡帥難嘲競れ狂

む
を
得
ず

「
手
先
」
の
内
の
儀
八

日
久
八
と
い

唯

唯

距
　

う
者
に

（
い
ず
れ
も
嘉
永
年
中
の
戸
塚
村
石
高
帳
に
み
え

る
）

「部
而
不
都
合
筋
無
之
様
御
掃
除
可
致
旨
申
聞
手
先

之
者
共
」
を
差
出
た
。

と
こ
ろ
が

「
子
方
之
内
多
摩
郡
中
野
村
百
姓

金
四
郎
日
雇
平
次
郎
」
と
言
う
者
が
、

「
心
得
違
い
不
調
法
」
に
及

ん
で
掛
り
役
人
の
取
調
を
受
け
た
の
で

「宥
免
」
を
願
出
た
。

何
ら

か
の
処
分
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
し
て
甚
右
衛
門
の
代
理

万
太
郎
に
対
し
て

「右
不
調
法
筋

二
付
而
者
此

上
罷
出
候

二
不
及

こ
の
文
化
十
五
年
の
庭
人
足
の
名
を
、

文
化
九
年
の
石
高
帳
と
対

照
す
る
と
、

大
半
は
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
の
、

か
な

り
上
層
か
ら
持
高

一
石
以
下
の
も
の
ま
で
、

ほ
ぼ
村
の
全
階
層
か
ら

人
足
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

金
４
‐０
）

O

O

O

O

O

O

○

○

こ
れ
ら
の

「
子
万
の
著
一共
」

「
下
方
」
の
管
理

・
統
制

は
、

甚
右
衛
門
の
責
任
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
ぉ
り
、

そ
れ
ら
の
渦
失
に
対
し
て
は
次
の
よ
う
に
藩

邸
側
か
ら
甚
右
衛
門
に
然
る
可
き
処
置
が
命
ぜ
ら
れ
る
こ

と
と
な
る
。

戸
塚
村
の
長
右
衛
門
と
い
う
者
が
天
保
十

一

年

（
一
人
四
〇
）
、

芥
掃
除
の
途
中
藩
邸
内
で
タ
バ

コ
を

一
服
し
た
こ
と
を
答
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
、

甚
右
衛
門

は
以
後
は
決
し
て
逮
背
し
な

や
氏
と
を
条
件
に
右
の
長
右

衛
門
の

「宥
免
」
を
求
め
て
い
る
。

-126-一-127-一

と
あ
り
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

も
う
問
題
と
は

し

な

い
が
、

「
以
来
手
先
之
者
名
前
書
上
置
右
様
不
都
合
之
儀
無
之
様
可
取
斗
」

と
指
示
が
あ
り
、

「
右
様
日
雁
者
不
差
出
様
」
と
、

不
都
合
な
日
一雁

の
就
労
を
差
止
め
、

向
後
同
様
の
事
態
の
無
い
こ
と
を
保
証
せ
し
め

よ
う
と
し
た
。
こ
の
問
、
日
一雁
の
平
四
郎
と
一展
主
の
金
四
郎
ほ
と
も

に

「宿
免
」
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
み
、

甚
右
衛
問
は
、

再
度
金
四

（
‐４
）

郎
の

「有
免
」
を
求
め
て
い
る
。

な
お
、

こ
の
金
四
郎
に
つ
い
て
は
子
方
の
把
握
に
か
か
わ
る
次
の

様
な
史
料
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

女
性
が
馬
万
と
し
て
藩
邸
に
出
入
し

て
い
る
こ
と
に
関
す
る
藤
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
答
え
た
も
の
で
、

中
野
村
百
姓
代
金
四
郎
の
妹
と
め
が
、

家
内
に
男
性
の
労
働
力
が
無

か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う

「
長
屋
下
掃
除
旦
雇
之
者
斗

り

に
而
者
差

支
之
節
」
自
ら
馬
を
牽
い
て
下
掃
除

・
芥
掃
除
を
行

っ
た
と
い
う
。

な
お
、

こ
の
と
め
は
戸
山
屋
敷
や
川
久
保
屋
敷
に
慢
木

・
柴
な
ど
を

（
‐５
）

多
く
売
り
払

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

新
な
ど
の
納
入
者
が
下
掃
除
を
行

っ
て
い
た
例
は

他
に
も
み
ら
れ
、

天
保
十
四
年

（
一
八
八
四
）
下
保
谷
村
の
忠
左
衛

門
の

「
不
埓
」
の
か
ど
で

「何
程
之
御
用
御
座
候
と
も

一
切
出
入
仕

間
敷
」
と
誓
い
つ
つ
も
、

自
分
の

「
薪
納
之
俵
」
に
つ
い
て
は

「
組

合
内
源
蔵
力
可
相
納
旨
御
聞
済
被
下
難
有
奉
存
候
」
と
あ
る
。

藩
邸

へ
の
出
入
は
差
し
止
め
ら
れ
て
も
、

藩
邸

へ
の
新
の
納
入
は
続
け
る

こ
と
を
―
お
そ
ら
く
披
入
に
は
あ
た
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
が
―
認

史
苑

（第
四
六
巻
第

一
・
二
号
）

（
応
）

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

中
野
村
の
堀
江
宇
衛
門
家
か
ら
下
掃
↓除
請
負
を

癖
ゆ

う
け
る
に
あ

た

っ
て
、

甚
右
衛
門
は

「
下
請
負
の
者
力
金
子
取
立
方
」
を
申
し
付

け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
下
請
負
の
者
、

子
方
か
ら
の
金
子
の
取
立
は
、

お
そ
ら
く
厩
掃
除
と
同
様
年
二
度
く
ら
い
ず

つ
行
な
わ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
が
、

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

そ
の
納
入
が
滞

っ
た
場
合

（
・８
）

の
例
を
み
て
み
る
と
、
ど
れ
く
ら
い
の
年
月
に
わ
た

っ
て
納
入
が
遅

れ
た
の
か
は
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、

軍
一両
二
朱
」
の
納
入
を

「彼

是
荘
≡引
」
し
た
者
に
対
し
、

「
御
訴
訟
に
も
可
成
と
こ
ろ
を
組
合
立

合
」
の
上
で
支
払
を
約
束
さ
せ
た
、

と
あ
り
、

納
入
が
不
可
能
に
成

っ
た
場
合
、

子
方
は
出
入
停
止
と
な
り
、

代
金
納
入
の
た
め
に
は
下

請
負
を
他
者
に
譲
る
事
に
な
ろ
う
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、

こ
の
点
に

つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
。

子
方
の
組
織
に
つ
い
て
も
、

下
保
谷

村
の
源
八
と
云
う
者
が

「
小
方
惣
代
」
と
し
て
し
ば
し
ば
あ
ら
わ
れ

て
い
る
が
、

そ
の
働
き
に
つ
い
て
も
、

今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
は
で

き
て
い
な
い
。

な
お
子
方
と
し
て
請
負

っ
て
自
分
に
割
当
て
ら
れ
た

掃
除
場
所
以
外
の
下
肥
を
汲
む
こ
と
は
当
然
な
が
ら
許
さ
れ
ず
、

盗

取
を
行

っ
た
も
の
に
対
し
請
負
か
ら
は
ず
し
て
、

そ
の
場
所
を
取
り

（
的
）

上
げ
他
の
者

へ
と
渡
す
こ
と
も
あ

っ
た
。

同
様
に
、

全
く
尾
張
藩
と
も
中
村
甚
右
衛
円
と
も
無
関
係
に
、

下

肥
を
盗
取

っ
て
ゆ
く
も
の
に
対
し
て
は
、

そ
の
行
為
者
を
特
定
し
、

当
人
の
村
方
ま
で
も
追
及
し
て
、

然
る
可
く
賠
償
を
獲
得
す
る
ま
で



尾
張
藩
御
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間
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手
を
尽
く
し
て
い
た
。

註口
　
Ｖ
不
状
１
１

０
　
Ｖ
不
状
１
２

０
　
Ｖ
不
状
１
５

働
　
Ｖ
不
状
１
４

‐５‐
　
Ｖ
不
状
１
６

０
　
Ｖ
不
状
１
３

側
　
Ｖ
庭
状
１
１

働
　
Ｖ
雑
状
１
１

０
　
Ｖ
不
状
１
２０９

年
欠

側
　
Ｖ
不
冊

一
「御
掃
除
出
入
札
渡
名
前
控
帳
」
文
化
六
年

Ｏ
　
Ｖ
不
状
１
１５

「覚
　
昴
除
札
請
取

二
付
」
文
化
六
年

Ｏ
　
Ｖ
庭
状
１
１５

「御
詰
言
之
事

尾
州
家
上
屋
敗
草
刈
請
負
賃

二
付
」

天
保
四
年

側
　
Ｖ
雑
状
１
２ｂ

「乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
御
事
　
た
ば
こ
給

二
付
」
天

保
十

一
年

Ｖ
雑
状
―
劾

「
中
渡
書
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た
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こ
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付
」
（
天
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十
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年
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儀
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催
セ
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状
別

「午
恐
以
言
付
奉
願
上
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不
浄
掃
除
不
埒
之

例
町
獅
畑
郵
叫
癌
一
僻
瑠
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上
候
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形
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送
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二
付
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輌
　
Ｖ
不
状
１
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「御
託
申

一
札
之
事
　
屋
形
様
長
屋
掃
除

二
付
不
埒
之

儀
有
之
」
天
保
十
五
年

側
　
Ｖ
不
状
１
８

「市
ケ
谷
御
掃
除
請
書
案
」
文
化
五
年

側
　
Ｖ
不
状
１
５９

「化
入
申

一
札
之
事
　
馬
不
浄
掃
除
心
得
違

二
付
」
安

政
四
年

Ｖ
雑
状
１
２３

０
　
Ｖ
不
状
１
４９

弘
化
四
年

的
　
Ｖ
雑
状
１
２５

四
年

０
　
不
状
１

４３

「御
詫
中

一
札
之
事

之
」
天
保
十
五
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付
」
享
和
三
年
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取
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享
和
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十
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札
券
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軸
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取

二
付
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享
和
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年
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恐
以
書
付
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候
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浄
掃
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埒
之
儀
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付
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長
屋
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付
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儀
有
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出
向
い
て
手
付
を
わ
た
す
な
ど
し
て
い
る
と
あ
る
。

中
村
甚
右
衛
一門

に
対
し
て
千
草
の
納
入
を
う
け
お
っ
た
の
は
、

笹
目
村
の
万
吉
と
い

う
も
の
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
甚
右
衛
門
は
人
足
な
ど
の
動
員
に
お
い

て
も
か
な
り
広
汎
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
例
が
あ

る
。

庭
に
か
か
わ
る
人
足
に
つ
い
て
は
、

先
の
文
化
十
五
年
の
例
を

見
る
と
、

お
お
む
ね
戸
塚
村
に
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
村
方
の
人
々
で
あ

っ

た
が
、

文
久
三
年
、

人
足
千
人
の
確
保
を
命
じ
ら
れ
る
時

な

ど

は

「江
戸
稼
業
他
所
々
宿

々
方
遠
方
共
都
而
稼
業
指
留
置
候
」
と
あ
り
、

そ
の
時
に
名
を
み
せ
る
甚
右
衛
門
と
と
も
に
人
足
の
動
員
を
分
担
す

る
者
も
多
摩
郡
関
野
村
と
同
郡
下
里
村
で
か
な
り
遠
方
の
も
の
と
い

え
る
。

ま
た
嘉
永
三
年
の
小
荷
駄
馬
確
保
の
際
に
は
、

遠
く
大
宮
宿
辺
ま

で
、

主
に
中
山
道
沿
い
の
宿
場
や
村
々
か
ら
も
請
印
を
集
め
て
い
る

（表
９
参
照
）
。
こ
う
し
た
活
動
の
為
、

何
日
も
家
を
開
け
る
こ
と
も

珍
し
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、

名
主
役
、

「
御
支
配
様
諸
役
」
な
ど

と
相
ま

っ
て
多
忙
を
き
わ
め
て
い
た
、

と
言

（党
。

先
に
ふ
れ
た
尾
振

屋
宗
助

へ
の
譲
り
状
に
は
、

名
主
役
を
勤
め
て
い
る
た
め

「
御
屋
一致

様
御
掃
除
御
用
」
に
は

「
手
廻
不
申
」
な
ど
と
あ
る
が

「多
忙
」
は

マ
イ
ナ
ス
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

かつ子市切韓つ却は【す中碗圃肋鵡廟ｂ市郁穀鶏のヵミ砂陣水一賄

方
領

（
つ
ま
り
江
戸
の
西
方
で
比
較
的
近
い
地
域
で
あ
る
）
で
は
な



尾
張
藩
御
月
間
　
中
村
茎
右
衛
門

（村
井

柚

純|

く
、

水
路
を
利
用
し
て
戸
田
領
の
方

へ
送
る
た
め
に
尾
張
藩
の
飯
日

橋
揚
場

へ
肥
姶
を
接
・ほ
さ
せ
る
こ
と
も
願
出
て
い
る
◇

る
た
、

村
内
の
殆
ど
の
階
層
か
ら
の
参
加
が
あ

つ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、

石
高
名
寄
帳
等
に
名
の
み
え
な
い
も
の
た
ち
も
戸
塚
村
の
村

民
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、

す
な
わ
ち
、

ま
だ
世
帯

主
と
な

っ
て
い
な
い
も
の
や
、

二

・
三
男
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
す
る
と
、

そ
の
数
は
ほ
と
ん
ど
戸
塚
村
全
体
の
軒
数
に
匹

表 lo 表 8の うち,戸 塚村からの人足 (石高の明らかなもの)

人  名
L≧ 生

9年 の石高  1 文 政13年の石高

平右衛門

伝左衛門

伊右衛門

久八

仁右衛門

甚五郎

留之介

五兵衝

徳次郎

清 蔵

(十山とあるもの|ま他として分類きれている)

表 11 米 俵運送人足

俵 致      代 金 (落→)

3  37333

2  701Q36  1山

2  25084

0  45

0  376

2  33614

77子0326

7  0326

4  793

3  37333

2  79816

2  52400

l  br

0  45

77雪0366

6  53660

4  733

子
方
の
者
共
の
内
に
は
、

薪
な
ど
を
市
谷
屋
致
に
納
入
す
る
も
の

が
あ
る
他
、

下
掃
除
と
と
も
に

一‐馬
懸
り
」
を
つ
と
め
て
、

藩
内
の

武
士
の
荷
物
の
運
搬
に
携
わ
る
も
の
が
あ
り
、

そ
う
い
つ
た
人
々
が

3 17-18

19

20

21

22

23

24

25

25

500垢受

586′/

(幣
663//

8131′

726//

108//

1029/′

200//

872/′

20//

冥 加

冥 加

1562俵

3賃87允

2貢323匁2分

378匁

2151俵

5貰377匁 5分

26匁

|
ナ

板
橋
宿
や
品
川
宿
、

つ
ま
り

江
戸
の
北
か
ら
南
ま
で
を
行

動
の
範
囲
と
し
て
い
た
と
も

あ
る
。

ひ
と
り
請
負
の
元
締
が
広

範
囲
に
活
動
す
る
の
み
な
ら

ず
、

子
方
の
者
た
ち
も
薪
商

や
運
送
な
ど
を
稼
業
と
し
て

お
り
、

広
範
囲
な
活
動
を
行

っ
て
い
た
。

そ
れ
ら
の
広
範

囲
な
活
動
に
よ
つ
て
こ
そ
、

藩
は
は
じ
め
て
必
要
と
す
る

物
資
を
入
手
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、

文
化
十
五
年

の
戸
塚
村
の
人
足
た
ち
を
見

(人数は不明)
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敵
す
る
数
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
も
し
、　

一
村
全
て
が
労
働
力
の
買
手

を
武
家
屋
致
に
求
め
る
と
し
た
ら
そ
れ
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ

さ
て
、

中
村
甚
右
宿
門
家
は
六
代
目
の
時
代
に

一
時
家
連
の
衰
え

を
み
た
と
い
う
。

五
代
目
が
、

享
保
十
九
年

（
一
七
三
四
）
隠
居
に

際
し
て
、

そ
の
子
宗
七
を
伴

っ
イ
、独
立
し
た
。

そ
し
て
、

五
代
国
の

行

っ
て
い
た
松
平
摂
津
守
の
四
谷
屋
敷

へ
の
出
入
は
、

そ
の
ま
ま
宗

七
家
、

後
の
権
次
郎
家
に
ひ
き
つ
が
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

六
代
目
で
衰
え
た
甚
右
衛
門
家
を
建
て
直
し
た
の
は

「
中
村
家
古

事
略
記
」
に
よ
る
と
、

「
尾
州
御
用
を
初
め
て
勤
め
た
人
」
で
あ

る

七
代
目
で
あ
る
と
い
う
。

甚
石
行
門
家
が
尾
張
落
邸

へ
の
出
入
か
ら
具
体
的
に
ど
れ
位
の
利

益
を
、
ど
の
様
に
し
て
得
て
い
た
の
か
つ
い
に
明
ら
か
に
し
得
ず
、

中
村
家
の
経
営
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
具
体
化
で
き
な
か
っ
た
が
、

少

く
と
も
村
方
に
お
い
て
土
地
を
集
積
し
、　

一
方
尾
州
藩
邸
に
対
し
て

納
入
す
る
物
資

・
人
足
に
つ
い
て
か
な
り
広
い
範
囲
で
多
量
に
確
保

で
き
る
だ
け
の
経
営
の
内
実
を
、

武
家
出
入
か
ら
獲
得
し
て
い
っ
た

も
の
と
考
え
た
い
。

と
こ
ろ
で
、

安
政
二
年

（
一
八
五
五
）
に
は
、

異
国
船
渡
末
の
際

の
緊
急
飼
美
脩
蓄
で
千
貫
目
を
無
代
で
上
納
し

（
た

夢
、

そ
の
際
、

更

に
自
分
の
判
断
で
二
千
貫
目
を

「囲
込
」
ん
で
い
る
。

そ
し
て
そ
の

二
千
貫
を
当
時
の
納
入
の
条
件
で
あ

っ
た

一
両
あ
た
り
三
十
九
貫
目

史
苑

（第
四
六
巻
第

一
・
二
号
》

の
、　

一
割
五
分
引
き
の
値
す
な
わ
ち

一
両
あ
た
り

（
四

針
四
買
八
十
五

日
で
、

藩
が
買
い
取
る
こ
と
を
希
望
一す
る
願
書
も
あ
る
。
も
し
こ
の

通
り
に
納
入
さ
れ
た
と
す
る
と
、

四
十
四
両
余
の
金
が
手
に
入
る
わ

け
で
あ
る
が
、

先
に
述
べ
た
様
な
不
安
定
な
相
場
で
、

そ
れ
が
更
に

政
治
情
勢
に
よ
っ
て
高
値
と
な

っ
て
い
る
、

（
し
た
が

っ
て
、

情
勢
の

展
開
い
か
ん
で
は
暴
落
の
惧
れ
が
あ
る
）
品
物
を
、

三
千
貫
に
わ
た

っ
て
確
保
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

投
機
的
な
性
格
を
多
分
に
有
す
る

も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
投
機
を
、

成
り
立
た
せ
て
い
た
の
は
一活

邸
の
存
在
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

飼
葉
は
馬
の
飼
育
に
欠
く
事
の
で
き
な
い
重
要
な
飼
料
で
あ
る
。

そ
し
て
馬
は
武
士
に
と

っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。

従

っ
て
一番
邸
に
馬
が
い
る
限
り
、

そ
こ
は
安
定
し
た
需
要
の
場
と
し

て
重
要
な
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た

一
方
、

藩
の
側
に
し
て
み
れ
ば
、

問
屋
が
少
な
く
、

従

っ
て

い
さ
さ
か
市
場
ル
ー
ト
か
ら
は
ず
れ
た
と
こ
ろ
で
流
通
す
る
も
の
で

あ

っ
た
飼
棄
を
入
手
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

安
定
し
た
供
給
源
を
確

保
す
る
必
要
が
あ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

安
定
し
た
供
給
、

と
い
う
こ
と
で
は
生
活
か
ら
儀
礼
そ
し
て
馬
の

飼
育
ま
で
、

必
要
な
物
資
の
多
く
を
在
万
か
ら
の
納
入
に
頼

っ
て
い

る
以
上
、

多
か
れ
少
か
れ
問
題
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

他
方
、

藩
邸

に
と

っ
て
は
基
本
的
に
不
必
要
な
物
の
排
除
に
つ
い
て
も
、

安
定
し

た
関
係
を
基
に
し
て
着
実
に
実
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。



尾
張
藩
御
用
聞
　
中
村
甚
右
衛
門

（村
井
）

後
に
触
れ
る
震
災
や
火
災
の
際
に
駆
け
付
け
る
人
足
は
、

日
常
的

な
出
入
を
前
提
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

嘉
一右
衛
関
は
、

落
主

へ
の

一‐御
目
見
」
が
許
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

ぁ
り
、

代
替
り
の
お
り
に
は

「
御
目
見
之
儀
」
を
願
出
て
」
理
。

ま

た
、

「
花
活
」
や

「蓮
末
の
亀
が
置
物
」
等
を
下
賜
さ
れ
て
も
い
る
。

甚
右
衛
門
宅
に
藩
主
が
立
ち
寄

っ
た
こ
と
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、

甚

右
衛
門
が
し
ば
し
ば
云
う
と
こ
ろ
の

「
外
聞
実
儀
共
冥
加
至
極
難
有

仕
合
」
の

「外
聞
」
に
か
か
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

こ

の
よ

う

な

「格
別
之
　
御
仁
恵
　
御
由
緒
」
に
対
し
て
甚
右
衛
問
は

「
柳

ニ
ハ

柳
麹
離
辮
恐
付

つ（
冥

柳
セ

為
」
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
尾
張
藩
邸
に
関

①

「
小
荷
駄
馬

一
疋
」
無
代
で
差
出
し
、

「自
分
入
用
ヲ
以
」
名
古

屋

へ
行
く
藩
主
の
供
を
つ
と
め
た
。

②

「
馬
糞
百
俵
宛
」
文
政
三
年

（
一
八
二
①
）
か
ら
慶
応
三
年

（
一

八
六
七
）
ま
で
、

庭
の
植
木
や
下
屋
敦
の
葉
園
に
肥
料
と
し
て
無
代

で
納
め
た
。

③

「
人
足
拾
人
」
天
保
五
年

（
一
人
三
四
）
市
谷
藩
邸
内
の
火
災
の

際
の
人
足
。

無
賃
で
勤
め
た
。

０

「
上
干
草
千
貿
目
」
嘉
永
七
年

（
一
八
五
四
）
の
異
国
船
渡
来
に

際
し

「値
段

二
不
拘
払
医
」
し
た
飼
葉
千
草
を
無
代
で
上
納
。

Ｏ

「
人
足
五
十
人
」
安
政
二
年

谷
一
八
五
五
）
同
年
の
大
地
震
の
際

の
人
足
。

や
は
り
無
賃
で
あ
る
。

①

「御
米
千
俵
」
文
久
三
年

（
一
人
一舎

じ

嘉
永
七
年

と

同

じ

く

「
黒
目
船
之
儀
」
に
よ
つ
て
急
拠
藩
邸
内
に
米
を
備
蓄
すヽ
る
際
の
運

送
を
、

牛
込
お
よ
び
飯
圏
橋
の
江
戸
域
外
堀
に
あ
る
揚
場
か
ら
無
代

で
行

っ
た
ｃ

な
お
、

こ
の

「御
褒
美
」
と
し
て
、

銀
五
枚
を
下
賜
さ

れ
た
。

Ｏ

「
夫
人
足
弐
百
五
拾
四
人
」
文
久
三
年
五
月
、

夫
人
足
を
確
保
す

る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
、

解
除
さ

（
れ

蜂
ま
で
の
間
「
足
留
手
当
」
を
行
い

「急
場
御
用
向
」
を
無
代
で
務
め
た
。

③

「
上
飼
葉
五
百
貫
目
」
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）
無
代
上
納
。

③

「
小
荷
駄
馬
拾
疋
」
慶
応
三
年

（
一
八
六
七
）
十
二
月
、

「急
御

用
」
急
ぎ
の
必
要
に
対
し
て
無
賃
で
勤
め
た
。

も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
ら
は

「
永
々
年
久
敷
御
用
向
不
為
相
替
被
仰
度

心
願
」
が
あ
り
、

末
永
く
尾
張
藩
と
の
出
入
を
続
け
て
ゆ
く
、

と
い

う
見
返
り
を
期
待
し
た
も
の
で
は
あ

つ
た
ｏ

そ
し
て
ヽ

無
代
と
い
っ

厳
外
，
離
競
れ

（
藩

紛
れ

銀
確
紫
微
携

が
無
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た

注
目
さ
れ
る
の
は
、

右
に
あ
げ
ら
れ
る
九
例
の
う
ち
人
足
の
四
件

（
天
保
五
年
、

安
政
二
年
、

文
久
三
年
米
持
込
、

同
年

夫
人

足

足

甲

鱗

一鮪

鉛

坤

携

菱

翡

評

ネ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

人
足
の
動
員
に
せ
よ
小
荷
駄
馬
の
動
員
に
せ
よ
、

甚
右
衛
門
に
と

―-132-――-133-一

彿
４
が
、

小
荷
駄
馬
に
つ
い
て
も
か
な
り
広
い
範
囲
か
ら
集
め
て
い

玄

つ

。

参
勤
交
代
の
共
を
し
た
天
保
十

一
年
の
際
に
は
、

当
時
村
方
に
い

た
六
頭
の
内
二
頭
を
こ
れ
に
動
員
し
て
い
犯
。
自
村
の
み
で
ま
か
な

史
苑

（第
四
六
巻
第

一
・
二
号
）

っ
た
の
は
既
に
先
例
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

人
足
に
つ
い
て
は
先
に

ま
か
な
い
き
れ
ぬ
場
合
は
、

か
な
り
広
い
範
囲
か
ら
の
様
々
な
物
資

や
人
員
の
動
員
を
行

っ
て
い
る
こ
と
は
既
に
見
て
き
た
。

そ
う
い
っ

た
平
時
に
お
け
る
諸
活
動
が
、

先
の
よ
う
な
非
常
時
の
際
の
急
な
動

員
に
も
迅
速
に
対
応
で
き
る
条
件
と
た
ら

て
い
た
の
だ
ろ
う
。

万
延
元
年

卒
レ
八
六
〇
）
市
谷
尾
張
藩
上
屋
敷
の
厩
に
は
、

四
十

三
頭
の
馬
が
い
た
。

嘉
永
七
年
で
は
六
人
の
馬
方
が
足
留
を
さ
れ
て

い
る
の
を
見
た
が
、

嘉
永
三
年
に
は
二
十
五
人
も
の
馬
主
が
足
留
金

を
受
け
取

っ
て
い
る
。

馬
主

一
人
に
罵
二

匹
と
し
て
も
、

常
時
市
谷

に
保
有
さ
れ
て
い
る
馬
の
半
分
を
越
す
馬
が
、

在
方
か
ら
集
め
ら
れ

ね
ば
な
ら
な
い
（表
１２

・
・３
参
照
）
。

人
足
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
ろ

う
。

年
不
詳
で
あ
る
が
尾
張
藩
邸
に
は
市
谷
、

河
田
久
保
あ
わ
せ
て

総
計
千
三
百
九
十
三
人
の
居
住
者
が
い
た
と
い
兜
。
う
ち
小
児
は
二

百
二
十
三
人
と
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は
老
幼
婦
女
子
を
あ
わ
せ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
、

実
際
に
働
き
う
る
人
数
は
こ
れ
よ
り
も
少
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。

平
時
に
も
邸
内
の

「葉
園
番
人
」
等
、
日
常
業
務

へ
の

人
員
供
給
が
あ

っ
た
。

（
Ｖ
Ｘ
状
２８

（請
書
）
等
）
非
常
時
に
は
か

な
り
の
人
員
が
、

在
方
に
お
い
て
確
保
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

先
に
ふ
れ
た
馬
の
飼
料
で
あ
る
飼
葉
も
、

尾
張
藩
で
あ
れ
ば
少
し

は
戸
山
邸
な
ど
の
庭
か
ら
補
給
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

大
部

分
は
在
方
の
補
給
に
頼
る
以
外
す
べ
は
な
い
は
ず

で
あ

り
、

事
実

「
異
国
船
渡
来
」
に
よ
り
千
草
飼
葉
が
払
底
し
Ｗ
、

と
さ
れ
る
よ
う

黒木村

大宮宿

針 ケ谷

根岸村

文蔵村

中 村

蕨

次郎右衛門

寅 吉

権次郎

寅右衛門

兵 蔵

帝  吉

藤次二郎

久右衛門

惣 吉

栄 蔵

亀次郎

男次二郎

勘左衛門

旗

同 宿

白 幡

惣右衛門

新曽村

笹 目村

留五郎

勘 蔵

佐 市

丑五郎

初五郎

ヤ若衝門

勘 蔵

床四郎

久 蔵

太平次

六兵衛

六兵衛

以上 25名 運印

米異国航渡来につき足留,馬 口取 とも, とある。

「御小荷駄御用掛 り」 として,中 村甚右衛門が作成した と考え

る。

表 12 中 村甚右衝門の小荷駄動員11)

御用諸印帳  (V小 人冊 3)よ り「嘉永三年二月

(1850)



表 13 中 村≧右衛門家の小荷駄動員像)
な
状
態
だ

つ
た
ｏ

さ
て
、

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

江
戸
の
藩
邸
の
武
家
に
と

つ
て
、

武
家
で
あ
る
こ
と
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
危
携
の
最

中
に
、

彼
ら
の
活
動
を
支
え
て
い
た
の
は
何
で
あ

つ
た
か
ｏ

経
済
的

だ
ろ
う
か
。

武
家
出
入
百
姓
は
在
方
を
含
め
て
そ
の
再
生
産
を
出
入
の
対
象
で

あ
る
藩
邸
に
依
存
し
て
い
た
ｏ

そ
れ
の
み
な
ら
ず
、

落
邸
も
ま
た
そ

の
存
在
を
武
家
出
入
百
姓
と
在
方
に
依
存
し
て
い
た
ｏ

こ
の
よ
う
な

相
互
俵
存
が
、

契
約

に
よ

っ
て
、

成
立
し
て
い
た
の
が
江
戸
近
郊
農

村
と
落
邸
と
の
関
係
な
の
で
あ
る
。

註側
　
Ｖ
雑
状
２４

「乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
　
菖
蒲
上
納

二
付
」
天
保
十
五

年
Ｖ
雑
状
５４

「
（網
丸
太
納

二
付
覚
ご

年
欠

Ｖ
雑
状
６７

「
（袖
招
松
納
入
二
付
寛
と

他

Ｏ
　
Ｖ
馬
冊
１

「尾
州
様
御
厩
方
御
用
書
付
控
帳
子
草
飼
美

二
付
」
天
保

五
年
２
文
久
元
年

働
　
Ｖ
馬
状
２４

「御
受
負
之
事
　
尾
川
家
納
入
乾
草

二
付
」
嘉
永
七
年

倒
　
Ｖ
小
人
状
２４

「
春
差
上
御
受
書
之
事
・　
夫
人
足
二
付
」
文
久
三
年
二

月
働
　
Ｖ
小
人
状
１

「
（可
罷
出

二
付
控
）
舎
〈保
十
年
）

ｔ６‐
　
Ｖ
不
状
１
２３

「乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
　
申圧
敷
様
牛
込
揚
場
使
用

ニ

付
」
文
化
十
三
年

同
　
補
Ｖ
状
１
３

「乍
恐
以
書
付
奉
願
上
侯
　
屋
形
様
付
送
　
荷
物
伝
馬

町
差
止

二
付
」
文
政
四
年

田
　
Ｖ
馬
冊
１

「尾
州
様
御
厩
万
御
用
書
付
帳
」
葺
永
三
年

倒
　
Ｖ
雑
状
１４

「乍
恐
以
書
付
吾
願
上
侯
　
枠
御
用
勤
メ
サ
度

二
付
」
文

政
十
年

Ｖ
雑
状
１５

「乍
恐
以
書
付
孝
願
上
候
　
御
目
見
之
儀

二
付
」
文
政
十

年
側
　
Ｖ
不
冊
１９

「御
用
下
掃
除
願
書
控
」
明
治
元
年

的
　
Ｖ
小
人
状
６２

「
（人
足
割
二
付
寛
ご

側
　
表
１１
参
照
。

六
千
何
百
俵
中
無
代
は
千
俵

側
　
宇
和
島
藩
伊
達
家
に
出
入
し
て
い
た
上
目
黒
村
の
加
藤
平
右
衛
門
は
、

史
苑

（第
四
六
巻
第

一
・
二
号
）

明
治
元
年
十

一
月
、

「此
度
御
改
革

二
付
　
御
上
屋
敦
御
下
屋
敦

共
諸
事
為
相
任
可
申
事
」
と
落
邸
の
管
理
を
委
ね
ら
れ
た
。

邸
内
嘗
備

・
手
入

・
古
建
造
物
の
処
分

・
近
傍
道
路
と
橋
の
普
請
、

行
倒
人
の
介

護

・
辻
番
と
そ
の
費
用
に
つ
い
て
、
一他
の
一
名
の
者

（出
入
百
姓
か
否

か
不
明
で
あ
る
。）
と
と
も
に
あ
た
っ
て

い
る
。

ま
た
屋
数
内
に
百
進

を
差
置
く
事
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、

邸
肉
の
空
地
に
つ
い
て
は
貸
与

さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
い
る
。

加
藤
家
は
古
く
元
和
年
中
よ
り
宇
和

島
落
と
関
わ
り
を
持
っ
て
お
り
同
落
よ
り
帯
刀
を
許
さ

れ

て

い
た
。

（
目
黒
区
立
守
屋
教
育
会
館
蔵
　
加
藤
家
文
書
）
緊
急
時
の
例
と
し
て

注
目
し
た
い
。

仰ｗ
　
Ｖ
小
人
冊
１

「御
屋
形
様
御
小
荷
駄
御
用
被
付
候
節
吾
差
上
候
願
書

一
件
、

天
保
十

一
年

Ｖ
馬
冊
１８

「御
厩
不
浄
代
取
立
御
勘
定
帳
」
万
延
元
年
四
日

Ｖ
不
状
１１９

「
人
馬
数
メ
高
書
上
帳
」
年
欠

Ｖ
馬
冊
１

「世
国
谷
区
史
」
企

九
六
二
、

世
田
谷
区
）
八
三
七
頁

『
狛
江
市
史
料
五
』

一
〇

〓
貝
和
泉
村
名
工
伝
三
右
街
門
の

「
口
上

手
控
覚
」
は
村
よ
り
差
出
さ
れ
た
人
足
に
よ
る
米
つ
き
は
、

末
人
に
よ

る
も
の
ゆ
え
損
耗
も
多
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
扶
持
の
む
だ
に
な
る
の
み

な
ら
ず
、

村
方
に
も
大
き
な
負
担
で
あ
る
と
し
て
、
自
分
方
で
請
負
う

こ
と
を
願
出
た
時
の
手
控
え
で
あ
る
。
こ
の
願
い
は
受
理
さ
れ
た
が
結

局
失
敗
に
了
っ
て
い
る
。

合
狛
江
市
史
料
五
』
解
説

。
参
照
）
さ
ま
ざ

ま
な
人
足
の
手
配
に
あ
た
っ
た
彦
根
落
世
国
谷
領
の
代
官
大
場
弥
十
郎

は

「
人
足
廻
し
、
日
展
頭
」
に
等
し
い
、
と
己
を
評
し
て
い
る
と
い
う
。

３
世
田
谷
区
史
』
八
三
七
頁
）

嘉永 7年 正月 尾 州様御小荷駄御用請印帳

宅
張
落
御
月
間
　
中
村
甚
有
岳
門

（村
井
）

（ワ

Э≡胃
　
　
　
士Ｈ

丘
（
　

右

郎
　　金

側
怯
向）鮒

銑
赫
輔十敗

的中湘一鵡

一上
　
　
中

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
領
国
か
ら
の
年
貢
で
あ
る
と
し
て
も
、

実

際
面
で
そ
の
下
に
在

っ
て
働
い
た
の
は
江
戸
と
そ
の
近
郊
の

在
方
の
者
た
ち
で
は
な
か
っ
た
か
ｏ

彦
根
藩
世
田
谷
領
で
は
、

そ
れ
は
年
貢
そ
し
て
労
役
と
い

う
形
で
、
村
方
の
難
渋
を
ひ
き
お
こ
し
つ
つ
も
動
員
さ
れ
だ
。

け
れ
ど
も
そ
の
彦
根
藩
領
世
田
谷
に
お
い
て
す
ら
、

上
納
に

し
て
も
人
足
に
し
て
も
役
と
し
て
課
さ
れ
る
も
の
が
必
ず
し

も
機
能
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
、

請
負

へ
の
切
換
が
し

ば
し
ば
認
め
ら
れ
理
。

同
藩
の
よ
う
に
江
戸
近
郊
農
村
を
そ

の
所
領
と
す
る
も
の
は
ま
れ
で
あ
る
以
上
、

そ
の
ほ
と
ん
ど

を
請
負
な
り
入
札
な
り
に
よ
る
か
な
り
明
確
な
市
場
経
済
的

な
契
約
関
係
に
立
脚
し
な
け
れ
ば
、

日
常
的
に
も
緊
急
時
に

も
江
戸
藩
邸
は
機
能
し
え
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

と
す
る
な
ら
ば
、

出
入
百
姓
た
ち
に
対
し
て
、

帯
刀
を
許

す
な
り
呉
服
や
貴
重
品
を
下
賜
すヽ
る
と
い
つ
た
こ
と
は
、

い

わ
ば
契
約
関
係
の
主
従
的
な
関
係
に
よ
る
補
強
と
理
解
で
き

る
。　

ご
天儀
」
の
み
な
ら
ず

「外
聞
」
も
保
証
す
る
こ
と
で
、

出
入
関
係
の
強
化
を
は
か

つ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
ふ

( V 小 メ、2 ) よ り
冊

(中

野

罫人

吉

言語 平 四郎 冒

以上六人

1中荒井村 久 四郎

(  証 人 同 村忠成

(葛
ケ
釜人
久
沓発聖ェ郎

(柏

木

証賃

入

同村 吉 次郎

O中 野村  → 現中野区

中荒井村 → 板橋区

葛 ケ谷

柏木

→ 所清区

L
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尾
張
落
御
用
間
　
中
村
甚
右
衛
門

（村
井
》

お

わ

り

に

武
家
出
入
百
姓
に
つ
い
て
の
か
ん
た
ん
な
記
述
を
試
み
た
が
、

い

く
つ
か
充
分
に
と
り
く
む
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
点
を
記
し
て
稿
を

了
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
武
家
屋
敷
の
側
の
対
応
に
つ
い
て
、

ま
た
出
入
す
る
百
姓
相
互
の
関
係
は
ど
う
だ

っ
た
か
。

武
家
出
入
百

姓
の
も
と
で
働
く
子
方
の
者
共
は
い
か
に
組
織
さ
れ
た
の
か
。

あ
る

い
は
、

彦
根
藩
の
よ
う
に
、

所
領
を
江
戸
近
郊
農
村
に
も
つ
武
家
屋

敷
と
、

そ
う
で
な
い
武
家
屋
敦
に
違
い
は
あ
る
の
か
、

あ
る
と
す
れ

ば
、

ど
の
よ
う
な
違
い
な
の
か
、

を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

末
筆
な
が
ら
、

史
料
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
御
世
話
に
な

っ
た
新
宿

区
郷
土
資
料
室
、

都
立
大
学
図
書
館
、
目
黒
区
守
屋
教
育
会
館
の
皆

様
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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